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笫
十
三
愈(

三
九
八)

雜

.錄
平
和
鬼
復
と
繁

於
け
る
土
地
の
利
用
が
此
祖
税
に
依
6

て
常
に
必
ず
し 

も
縮
少
せ
ら
る
、
も
の
で
は
な
い
。
從
つ
て
租
稅
の
赋 

雜
に
就
て

は

、

大
に
牢
心
を
加
ふ
る
必
耍
.は
あ
る
が
、
 

軍
亊
公
偾
の
元
利
を
支
拂
ふ
爲
め
に
、
新
た
に
租
税
を 

課
す
る

ビi
齑
業
の
後
活
は
必
'ず
し
も
阻
害
せ
&
る 

、
も
0:
で
あ
る
と
云
ふ
こ
と
は
出
來
な
い
。

,
勿
論
、
他
國
に
對
し
て
巨
額
の
債
務
を
負
へ
る
厕
の 

事
情
は
之
と
は
大
に
異
な
る
。
如
何
^
な
れ
ば
、
外
僙 

R
對
す
る
處
傲
は
一
曆
困
雛
で
ぁ
る
が
故
で
あ
る
。
外 

,倩
は
、
之
を
募
集
す
る
^
き
に
は
、::
.夫
れ
丈
け
外
國
の 

貨
物
を
獲
得
す
る
こ
ミ
に
爲
る
の
で
あ
る
が
、
之
を
賞 

却
す
る
際
に
は
、
；同
量
の
貨
物
^
失
ふ
こ
と
に
な
る
。

ぃ
 

,戰
举
中
、
，自
國
側
の
强
次
國
ょ
り
叵
额
の
資
金
の
融
通 

を
受
げ
し
贫
國
は
、
戰
後
に
於
，て
、
利
拂
に
ra
_
を
感
;: 

す
る
で
.あ
ら
ぅ
。

此
等
の
ii
i
に
於
て
は
、
：外
債
の
始
末
を
付
け
、
且
つ 

.產
業
の
復
興
に
必
耍
な
る
器
槭
並
に
原
料
の
購
入
雙
を

經
濟
界 

0

0

ご

三

,

調逄する爲め
.

に、‘鐵道會她が破產せる場合に用 

ひらる'、救濟策を援用するの必要があるかも知 

れな
い
。
例
べ

ば此等の
«

務國は、破產鐵道#社の 

管识人が發行する手形
> 

即ち其：會社の他の總て 

一.
の債、務に對して優先權を有する債券に類する'も
 

|

のを
發行す
る

の必耍を生ずるやも测られない。

|

破
產
鐵
道
會
社
の
管
則
人
が
發
行
す
る
此
手
形
は
其
鐡 

\

道
を
改
良
す
る
爲
め
に
必
要
，な
る
資
本
の
調
達
を
目
的 

\

ど
爲
ず
も
の
で
あ
る
。
此
種
の
偾
券
の
發
行
は
、
之
が 

\

爲
め
自
己
の
權
利
.を
«
«
せ
&

る
、
舊
偾
權
者
に
砍
6 

|

て
も
、

i

般
に
歡
迎
せ
ら
る
、
を
常
と
す
る
。
' 如
何
と 

|

な
，れ
ば
、
若
：し
此
新
資
本
の
投
入
に
侬
り
て

、鐡道が 

「

改
善
せ
ら
れ
、
收
支
相
償
ふ
樣
に
な
れ
ば
、
此
等
舊
偾 

i
權
者
に
對
す
る
元
利
支
挪
の
見
込
が
多
少
確
實
ビ
な
る 

か
ら
で
あ
る
。
;

"

4

私

^1
發

^

い:

: 

r
『

節
®

1

が
.博
士

^
依
て
堂
令
經
國
の
要
議
を
痛
論
し 

基

才

賞

晴

 

：

.:

,
或
は
食
時
の
學
者

£
し
で
珍
ら
し
き
所
論
I

し
た
る

,

■
 

-

^

w

:

:

ム
('
n

:

y

 
•の
.？

しy

廣
く
江
湖
^
紹
介
せ
ら
れ
ね

る

は
®
人
の 

. 

特
R
感
謝
措
く
能
は
，ざ
る
處
で
あ
る
。
乍
併
此
の
叢
書 

:

r

織

'
言

，

•

ー
が
#

史
異
常
の
興
歟
を
噢
起
せ
し
め
，た
る
は
こ
、
叱
收 

,

1:
1
本
經
濟
叢
懲
は
質
^
於
て
も
饋
R
於
て
も
近
年
^

j

容
せ
ら
れ
た
る
節
儉
略
0
底
本
た
る
.藤
田
氏
の
寫
本
は 

あ
6
て
特
鏘
す
べ
.き
.一
大
淹
物
农
る
を
失
は
ぬ
。
全
卷
一
博
.士
を
し
.て
往
々
誤
寫
游
ぐ
は
不
明
の
所
あ
b
、
他
に 

H
十
有
.六
そ
の
攸
錄
ず
る
處
の
嘗
籍
は
實
に
！.
I

W四

十\

對
梭
すX

合
も
0'
な
く
し
て
著
潘
の
眞
意
を
明
確
R
了 

七
の
多
き
に
導
し
、
殆
ん
で
あ
ら
ゆ
ー
る
方
而
^
涉
6
我
一
解
し
難
&
所
な
き
^

あ
ら
ず
と
の
職
*
を
發
せ
し
め
た 

徳
川
時
代
^
現
れ
た
る
經
.濟
學
者
'0
著
書
を
網
羅
し
、

一
る
^
存
す
る
の
で
あ
る
。
是
獅
り
傅
士
の
爲
め
^
悲
む 

誠
に
維
新
以
前
^
於
け
る
ほ
本
經
濟
取
想
の
總
記
錄
れ\

ベ
&

の
み
な
ら
す
、
原
著
#

の

爲

.め

に

も

亦

悲

し

む

ベ 

ら
-ん
ビ
す
る
を
の
.抱
負
は
遺
慽
な
く
實
現
せ
ら
れ
て
ゐ
一
き1

大
不
幸
で
あ
る
。
此
處
k
著
者
^
鄕
里
を
.间
じ
ぅ 

る
。.
昨
年
帝
國
學
士
院
が
此
叢
書
を
推
賞
し
.>
編
洛
た
：

」

し
、
真
私
綠
^
懿
る
余
が
_

を

顧

み

ず

、
-
自

ら

興

本 

る
瀧
本
博
士
の
功
緖
を
：表
彰
せ
ら
れ
た
る
は
實
k
獨
b 

，
の
對
校
R
資
す
べ
き
も
の
を
得
む
と
し
た
る
努
力
は
一 

博
士
の
爲
め
の
み
な
ふ
ず
、
亦
我
學
界Q

爲
め
に
も
綠
：
に
：は
»
士
化
對
し
.て
：感
謝
の
意
を
表
し
、
又

|

R
は
著 

A
慶
事
た
る
を
失
は
^

い
0
矿
し
て
此
名
譽
あ
る
叢
書
满
の
遺
靈
^
敬
仰
の
.意
'を
表
せ
ん
爲
め
に
外
な
ら
な
い 

の
第
二
十
四
.卷
に
佘
が
鄕
M
の
學
者
樋
ロ
世
誠
の
著
書
の
で
あ
る
。

第
士
I
 

(

三
九
九)

雜

錄

興
本
節
儉
略 

S
歳
 

一
i



.
,第
十
三
卷(

w
〇
〇)

雜
錄
興
本
節
儉
略 

ニ

11、

世

藤

の

奮

：

樋
'ロ
世
禎
は
字
を
祥
鄉
、通
糨
を
祥
左
衡
門
ど
云
ひ
、
 

號
を
蘭
畹
又
は
滄
浪
軒
と
稱
へ
、
老
：年
に
.及
ん
で
®
^
' 

息
機
齋
4

も
號
し
た
。
實
は
周
防
岩
阈
の
髒
*
吉
田
；宗
. 

右
衞
旧
遒
堅
の
次
字
で
あ
づ
た
が
.、
同
藩
の
樋
.ロ
助
右
一
. 

衞
門
喜
之
の
養
_

4
な
つ
て
其
女
を
嫁
6
、
安
永
三
年
一 

家
督
を
§

し
た
。家
格
は
*
龃
、祿
高
は
西
七
石
五
斗j 

八
升
で
其
屋
擻
は
橫
山
白
山
小
.路
の
西
に
在
0
た
;°
彼

|' 

0
出
生
年
月
に
就
て
は
岩
國
歲
|

;

今
田
氏
所
.有

吉
|
. 

:

川
子
®
家
保
管)

に
も
何
等
敍
述
ず
る
處
な
ぐ
、其
外
一
一 

H
1

の
世
贼
傅
記
R
T̂
何
等
明
文
存
分

ざる
を
以
て
ff
M

j 

す
，る
に
足
る
明
確
な
：る
瞪
左
あ
ら
ざ
る
も
、
察
す
る
は\ 

寶
曆
三
年0

七
五
三)

な
る
が
如
し
。
明
和
六
ギ
2

七
一 

六
九
；

)

十
七
歲
の
時
、前
.て
出
仕
し
、
吉
川
經
偷
の
近
習 

と
爲
6
、後
、官
を
辭
し
て
尾
津
村
^
退
居
し
、'
更
に
天 

明
六
年(

一
七
八
六)

年
^
至
ぅ
、.
W
び
摩
用
せ
ら
れ
て 

銃
卒
の
長
ど
な
り
、.
®七
年(

一
七
八
七)

鈉
戶
役
に
轉

• 

第

三

號

•一
 

ニ
四

じ
、
M

R
翌
八
年(

1
七
八
7\)

に
は
御
用
人
と
爲
ぅ
、
 

寬
政i I.

年(

.1

七
九
〇)

R
は
裏
判
の
職
を
乘
ね
、
追
 々

內
政
外
交
の
要
衝
に
像
：-
、
精S

袼
勸
導
ら
■
政
の
改 

琪
刷
新
^
努

カ

す

る

忙

：導

つ

，た

。
，

彼
が
尾
^
村
に
退
い
た
間
居
數
年
間
の
^
ff
i
は
皆
刻 

苦
勉
轉
の
糜
史
に
し
て
、
彼
は
.こ
の
聞
、
終
始
能
ぐ
學 

事
沒
頭
し
、
後
.年
化
於
て
其
偉
業
を
完
成
ず
ベ
、き
* 

礎
は
實
に
當
時
業
^
建

設

せ

ら

れ

た

も

の

，
で
あ

■る
。
次 

k
揭
げ
た
る
南
方r

枝
氏
の
傅
記
の
一
節
は
常
時
に
於 

け

る

彼

の

日

常

苦

心

の

消

息

を

遺

慽

な

，ぐ

寫

し

出

し

て 

吾
人
の
服
前
R
彷
彿
た
ら
し
む
る
も
の
が
あ
る
。
日
く
、
 

先
生
初
在
雄
律
日
專
潜
心
干
學
w
夜

.不

怠

每

朝

早

起 

憑
几
被
卷
至
暮
始
ih
乃
擧
其
疑
案
遠
就
其
師
家
而
質 

焉
ー
日
不
廢
也
內
人
怪
其
至
|
|
^
3
2
夜
深
而
_
心
誤 

妬

之

比

先

生

歸

箱

中

之

衣

裳

盡

出

而

展

^
畠

兀

之

调 

丨
狼
藉
成
堆
以
激
先
生
先
生
歸
一
無
怒
色
徐
起
一
々
收 

之
干
箱
中
云
.
'

世
蘭
は
好
む
で
徂
徠
派
の
書
籍
を
愛
*
し
ぬ
り
ビ
ば
:-
■

:

岩
國
歷
史(

佐
伯
惟
懲
氏
講
演
筆
記
吉
川
子
®
家
所
藏)

、
 

の
敎
：ふ
る
.處
な
る
が
、
彼
の
®
目
は
寧
ろ
：一

派1

學
に 

偏
し
た
る
訓
話
の
徒
に
非
す
し
て
時
^
當
6
、
#

に

應

，
 

じ
て
、能
く
變
⑽
す
る
實
學
を
主
ビ
\し
^

る
»

^
あ
る
。\ 

|
:世
贼
は
何
の
‘地
^
遊
び
>
ー
何
の
師
R
敎
を
受
け
た
i

身
 

云
ふ
^
歷
を
有
せ
ざ
る
上
、「

擧
其
疑
案
遠
就
其
龈
家
：而

j 

質
焉j

は
却
て
不
屈
不
撓
日
夜
刻
苦
精
！®
せ
る
»
學

自\ 

修
の
人
^
あ
ら
ざ
る
か
を
忍
ば
し
め
る
。
遮
英
«

#

#| 

の
闕
居
數
年
は
彼
を
し
て
尊
心
和
漢
の
書
籍
を
耽
饋
せ
ー 

し
め
、質
疑
瓲
る
«
に
夜
々
同
^
諸
大
家
の
1,
13
?:
叩
き
、
一
 

自
ら
ニ
派
の
實
學
を
完
成
せ
し
，め
得
た
の
で
あ
る
。
實

\ 

に
後
年
世
脑
が
表
し
た
る
絕
大
な
る
抱
負
S
經
綸
S
は
一 

に
此
旣
時
疾
く
そ
の
*
芽
を
培
れ
た
の
で
あ
る
。

'
次
^
彼
が
廟
堂
に
あ^
て
爲
し
た
る
財
政
及
ぴ
產
業- 

上
の
施
設
の
主^
る
も
の.
?:
見
る
R
、
，銳
意
財
政
の
整 

理
に
努
め
、?#
雕
を
充
實
し
、諸
般0

1
^
1
せ
し 

.

第
十
三
怨

&

〇ー

)

，雜

，錄
異
本
節
儉
略

む
る
が
た
め
に
、
先
第】

に
貨
幣
改
革
に
着
手
し
寬
政 

五

年(

一
，
七
九
一
一
一

)

現
餞
準
備
に
侬
办
紙
幣
發
行
の
新
刺 

度
を
採
用
し
て
好
成
績
を
得
た
。，此
時
の
新
藩
札
は「

信 

以
行
之」

或
《「

不
誠
無
物」

の
刻
印
.を
表
面
に
捺
し
、其 
j

暴
面
に
諸
法
規
を
印
刷
し
、
取
扱
を
に
し
た
る
を
以 

て
藩
政
疲
■

し
、
財
政
不
如
意
.の
際
も
其
價
格
信
用
を 

維
持
し
：、
派
通
圓
§

る
を
得
た
る
が
如
き
は
會
令
彼 

が
貨
幣
に
關
す
る
一
双
®
を
有
し
、：
造
詣
超
凡
な
り
し 

を
窺
ふ
^
足
る
も
の
が
あ
る
。
斯
く
て
得
た
る
資
金
は
. 

此
を
殖
逄
工
業
の
振
典
み
資
に
充
て
、
以
て
新
^
埋
立 

の
，
エ

を

起

し

、
水

利

を

.計

.b
て
新
：田
0
改
發
に
盡
し
、製 

紙
製
蠟
の
業
を
勸
’め
ヽ
綿
作
紡
績
の
獎
»

を
行
a
、
又 

上
下
節
儉
の
美
風
を
涵
養
し
て
大
代
國
内
の
而
目
を
一 

新
し
、：
現
在
す
る
尾
#
、
中
律
、
向
、
今
津
等
の
諸
村 

^
於
け
る
新
田
は
皆
此«
ゆ
起
エ
R
し
て"

尾
律
新
田 

を
開
べ
や
、
寂
光
寺
の
險
祀
堀
割
を
作
り
、I1
1]

極

を

設 

け
で
、
水
利
の&
通
妃
便
せ
る
が
如
き
、
.
或
は
新
港
R

‘

三

號

u

$



第
十)

s

'a
〇
u
>
.
雜

.
錄
異
本
節
儉
略
：
 

波
堤
を
築
ぎ
.て
諧
國
船
舶
0'
入
律
を
容
易
な
ら
し
め
た 

る
が
如
き
、
多
ぐ
は
彼
0;
發
意
考
案
に
出
で
た
る
も
の

.
で
あ
.各
。

;
:':
:
パ

:

露
政
九
年(

r

七
九
七)

御
用
人
を
辭
し
、
同
年
御
藏 

元
御
仕
®
方
€
爲
り
、
寬
政
十
，一
年
.

(

一
七
九
九)

迄
在
。
 

職
し
退
く
に
®:
ゲ

役

功

に

依

で

，
一
一
十
五
石
の
增
祿
を
受 

け

、

野̂

下

り

：て

間

散
0
身

ヒ

爲

つ

た

。
世

胁

符

年

齒 

.
’漸

ぐs

十

九

な

る

.に

 

> 
早

く

も

斯

く

聞

地

^
就

き

非

役 

ど
®'
b

し
に
就
き
、
.時
人
深
く
此
を
疑
間
ミ
し
、
或

 ̂

鸾
ぐ
暇
を
求
め

、

' 鄭
心
碑
鑽
し
國
家
西
年
の
遠
謀
を
« 

m

せ

ん

と

す

る

も

の

と

云

ひ

、

;'
或

は

久

し

く

役

诗

に

處 

し
で
素
志
行
れ
雞
ぐ
、
失
意
の
裡
^
鮮
せ
る
も
の
ど
傅 

へ
ら
れ
た
。
果
然
彼
0:
間

居

は

，空

し

か

'
ら

す

し

て

人

々
 

の
猢
待
に
賴
ゆ
各
處
が
ぁ
つ
た
。)

胸
中
深
く
鑑
蓄
ず
る
：
 

.抱
負
經
綸
は
文
化
.

1

一
年
；

(

一
八
〇
：五)

3
並

考

昔

節
#
 

略
及
s

a
水
略
®
究
成
と
'̂
-o
r
:現
れ
た
。
實
に
此
の 

11

篇
の
著
述
は
彼
が
.至
誠
録
國
の
赤
心
を
披
瀝
せ
，
.る
も

宴

第
三
铖 

一
ニ
六 

の
で
あ
'つ
て
、
其
所
猶
はr

冷
實
地
に
就
：て
論if
し
、 

確
乎
た
る
成
黧
の
^
に
論
撳
を
有
す
る
が
故
に
鑛
む
者 

を
し
で
首
肯
せ
し
办
ざ
れ
ぱ
&
戋
ざ
る
の
カ
を
甘
し
て 

ゐ
る
。
節
儉
略
の
上* :
せ

ら

；
る

、

や
?#
公

此

を

嘉

賞

し 

\

て
丹
波
* '
の
®
を
；®
り
家
激
香
川
舍
人
はn#
を
賦
し
て 

..一.
"
'.
. 

.

\

而
.し
て
世
»

の
，
液
'顯
、
• #

R
節
儉
略
の
大
«
る
背
景 

\

を
な
す
も
の.
は
當
時_

藩
上
下
の
大
間
題
たb
し
家
格 

\

引
上
運
動
&
、
因
て
生
じ
！

財
§

證
に
基
ぐ
內 

\

外
の
多
事
^
で
あ
つ
た
。M
し
此
の
開
題
た
る.
や
實
に.

\

吉
^S

廣
家
以
來
の
懸
攀
で
あ
つ
て
、
關
ヶ
原
に
於
け
る 

I

敗
邮
の
爲
め
、毛
利
氏
防
長
兩
州
に
削
册
せ
ら
る
、
や>

)

廣
家
|̂
',

岩_

^
«

0
て
、
慕
府
®
摘
の
志
*
り
し
も 

,

事
府
の
基
€
愈
々
堅
貴
と^
る
に
從
^
、«
ら
古
^
[» 

例
^
ょ
5
公

馨

K
0.
冷
遇
を
蒙
り
、吉
川
鹰
紀
の
時
、 

今
田
有
福
の
兩
人
宗
藩
毛
观
此
を®
じ
て
*
格
述
動
を 

試
み
、
却

て

の.
利
用
ず
る
處
と
な
り
て
宗
支
離
：故

-

す
る
や
、
遂
雨
藩
の
確
執
反
目
を
酸
す
に
至
つ
れ
。
 

斯
ぐV

歷
代
此
運
動
の
爲
め
に
費
す
金
品
倍
多
&
を
加 

;;
へ
、
財
政
漸
ぐ
窮
迫
を
語
げ
、
內
政
紊
亂
せ
ん
と
す
る
に 

當
6
、吉
川
經
偸
毫
も
藩!®
を
顧
慮
す
る
處
な
く
、盛
に 

-

土
木
®
築
を
事
と
し
、
玆
に
內
外
彌
危
急
逼
迫
の
勢
を 

.
肋
成
し
，、
.今
に
し
て
斷
乎
た
ス
革
正
に
泔
で
ず
ん
ば
滅 

C
す
べ.4%

機
に
逢
着
し
た
。
诋
願
此
の
時
に
坐
を
享 

け
ヽ
家
走
番
川
舍
人
の
下
に#
ら
財
政
の
整
理
、產
業
の 

獎
勵
"
:®
儉
の
»
行
缭
西
方
改
革
の
食
を
擧
げ
野
化
下 

ヾ
る
や
，
節
蟛
略1

篇
の
執
擊
上
書
を
な
し
て
其
抱
負
を
：
 

間_

す
：る
に
及
ん
だ
の
で
ぁ
る
。
故
に
そ
の
積
弊
を
摘 

發
す
る
ヤ
、
毫
も
假
借
す
る
處
な
く
、
鴻
圖
の
施
設
に 

言
及
す
る
や
，、
能
く
晋
傅
に
當
れ
る
を
思
は
し
め
る:0 

次
で
文
化
十
年(

ー
八—
三)

冬
召
^̂
^

:

と
な
k
、
，興
年
中
風
症
を
病
み
、
蟹
年
歸
國
の
上
、
致 

仕
を
乞
ひ
し
ん
許
さ
れ
ず
、
十
三
年

(

一
八
{
六m

 

び
乞
び
て
復
許
各
れ
ず
、
十
四
年

X
.1

八
一
七)

一
二
度 

,

§

0

離

錄
異
本
節
儉
略

乞
ひ
て
始
め
て
許
さ
れ
、
餹
す
る
に
當
り
、
薇
公
#
に 

書
を
販
ひ
て
其
功
勞
を»
し
、
虞
米
十
五€
^
)|
|
り
、 

玆
に
彼
は
餘
生
を
苹
和
の
裡
に
送
る
べ
き
身
ビ
な
り
し 

I 
.が
、
幾
許
も
な
く
、
文
政
元
年

(
I

八
一
八)
十
丹
十
M 

1

秋
風
蕭
々
た
る
時
、
病
を
以
て
溘
然
長
逝
し
た
。
享
年 

\

六
十
有
六
、
岩
國
濰
見
妙®
院
の
後
岡
究
塋
の
次
に
葬 

\

り
！|
し
て「

滄
浪
舺
释
白
鷗
乘
順
屈
士

」

と
稱.
へ
た
0 

|

彼
に
は
三
男1
1
1女
が
ぁ
つ
龙
が
多
く
夭
析
し
、
家
庭 

|  
'的
に
頗
る
不
倖
で
ぁ.
つ
ft
。
唆
た
其
政
治
的
生
命
も
長 

I.  
く
且
つ
多
幸
な
ぅ
しVJ

云
ひ
得
な
い
が
、
彼
が
鄉
黨R 

I

鈴
し
た
新
田
„̂

#
の
恩
恵
と
、
彼
の
著
*
の
興
へ 

\

し
刺
戟
は
養
老
館
の
開
_

と
義
濟
堂
の
設
立
ビ52
:
ょ
り 

>

永
久
に
後
世
の
人
々
を
裨
益
啓
發
し
て
息
ま
な
い0
で 

あ
,̂
。

.

備
考
。
世
脑
に
ゅ
常
之
助
泰
藏
等
の
幼
名
も
ぁ
る
。

享
和
三
年
‘

(
1

八
〇
三
：

)

十
二
月
防
®
御
墙
掛
ヒ
な
る
. 

の
具
は
供
せ
ら
れ
、
次
で
香
川
廣
達
直
接
運
動
を
開
始
，

第
三
號 

一
二
七



激
.士

§

 

(

四

〇
四)

：
'
雜

錄

興

木

節

儉

，

ど
の
說
％
ぁ
る0
此
ば
寬
政
三
年
の
誤
俾
と
懷
せ
ら 

る
、
も
今
暫
く
其
儘
に|6
し
て
谵
く
。
_又
晚
年
获
の 

館
词
に
住
せ
ら
れ
た
る
は
文
化
十
一
年

(

一
\「

四)

，
 

春
と
い
‘ふ
一
說
も
ぁ
る
。

本
論
文
の
萝
筆
^
當
り
て
吾
人
の
見
る
を
得
た
る
節I 

儉
略
及
趣
來
略
は
左
ゆ
六
褪
で
ぁ
る
。
 

\

1

i

本
紅
濟
叢
書
猶
儉
赂
慶
應
義
塾
圓
書
館
.所
藏
ー 

'丨

ん

マ

穑
.'
■本

節

儆

略

.樋

ロ
：與
太
郞
氏
所

藏I

M四
、寫

本

節

儉

略
0 
ロ

與
太
郞
氏
M

 I 

:-■
:

五
、為

パ
.

本
節
象
略
ビ
子
撖
吉
州
元
光
.氏
所
藏
• I  

六
、寫

.

.

•本
節
儉
略
.ヽ
历
爵
吉
川
重
國
氏
所
藏I 

右
の
中
W
本
經
濟
叢
®
第
二
十
四
卷
に
收
め
ら
れ
た
：
■
 

る
節
儉
略
は
其
解
說
R
示
さ
：
れ

た

る

如

ぐ

、
.
河

上

隗

士 

.
斡
旋
の
下
に
藤
田
葆
氏
所
藏の
寫
本
R
據
つ
て
、«
胄 

せ

ら

れS

も
0

G
れ

ば

今®
ぐ

措

き

、
：
其

他

.の
物
の

笫
三
钺 

一
二
八

k

就

き

些

か

懈

說

を

試

む

る

Z

^

、

す

る

。

稿
本
節
.

,
.

概
ロ
氏
所
藏
稿
本
節
儉
略
.は
一
一
册
ょ
0
成
6
、

一
 

は 

其
歲
紙
R「

節

儉

赂

本

上

」「

檢

浪
W
樋

ロ

祥

左

衛l1
1]

^

」 

又
.鑽
篇
^
は「

節
.
略

末」「

浪

浪
.軒
«
ロ
祥
左
衞
!̂
ヒ」 

と
認
め
、あ
り
。
此
節
翁
略
に
は
上
下
爾
涊
を
爾
5
谷
祈 

に
訂
疋
推
稿
の
跡
を
存
し
、
執
筆
當
時
の
罟
心
滕
々
た 

る
ネ
の
f

r

、
未
成
品
の
草
稿
に
非
ざ
る
や
を
感
讼 

し
む
る
a
:あ
る
も
、
腐
此
等
&
正
添
削
の
個
所
は
全
_ 

を
通
じ
て
僅
少
の
部
面
ド
局
限
セ
ら
れ
あ
る
を
以
て
、
 

完
成
せ
る
控
ミ
云
、ふ
べ
き
で
あ
る
。
而
し
て
愛
に
最
も 

風
味
深
き
は
此
稿
本
と
他
の
寫
本
或
は
叢
書
^
の
節
敬
, 

R
と
の
間
に
.五
六
行
或
は
：拾
數
行
R
M
>
て
全
部
多
大 

の
驭
同
め
存
す
る
を
見
る
こ
ビ
で
あ
る
。
此
典
味
多

き

 

異
同
其
物
に
就
て
は
後
段
の
對
校
R
於
て
明
か
な
る
が 

斯

る

爵Q

發
生
サ
る
所
以
はj

に
全
く
此
稿
本
以
外, 

に.
世
颃
自
筆
^
係
る
節
儉
略
別
個
に
存
花
す
る3

0

す
る
も
の
と
確
信
す
るC

尤
も
^
だ
別
個
の
存
在
を
明 

:

k

t
る
を
得
ざ
る
今
H
に
於
て
は(

、
單

に

菩

人

ー

®

の 

:

推
測
に
過
ぎ
ざ
る
べ
き
も
、f

度
節
儉
略
は
薇
公
に
上
：
 

建
谶
せ
6
た
&
て
上
事
情
化
想
到
し
た
る
#
の
容
易
，
 

に
！i

容
す
可
S
所
な
$
と
®
じ
て
ゐ
る
。

こ
の
鵜
本
は
搌
し
て
世
碱
自
身
の
_

^.
な
6
し
も
の 

な
り
や
否
や
に
就
て
有̂

な.
:5
_

瞪

材

料

ヒ

し

て

彼

の
 

H
記

類

又

は
.
往
復
書
0
の
必
要
を
希
留
す
る
は
何
\
も 

同
感
の
^
こ
ろ
な
る
が
殘
念
乍
ら「

同
人
ノ
手
；T成
ジ 

モ
ノ.
今
日
其
儘
保
存
ナ
レ
：

V

御
用
立
滿
足
ヲ
與
フ
可. 

キ>
右
ノ
次
第
一一

テ
餘
之
チ
キ
ー
遺
懺-
不
堪」

ビ
後 

.
资
樋
0
與
太
郞
氏
の
尺
臜
は
物
語0
て
ゐ
，

只
筆
蹟 

.

の
判
斷
に
資
す
る
に
は
書
幅
ビ
御
物
定
及
境
目
川
の# :.• 

類
と
理
水
略
の
控
ビ
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
是
等
の
坊
に 

俟
つ
迄
も
な
く
ゾ
菩
人
は
こ
の
稿
本
が
正
統
の
後
资
の 

珍
雜
に
係
卜
、
且
つ
飾# '
略
に
在
來
廣i
M
に
流
布 

せ
ら
れ
ざ
る
著
書
な
れ
ば
、
そ
の
自
筆̂
成
6
し
事
凝..

:

摩

袁

,
 

<

 

四
o

五〕

雜
錄
興
本
節
儉
略

J
餘
地
存
せ
f

レ
せ.
ら
れ
た
る
子
爵
吉
川
家
編®
所
'の 

井
原
豐
庆
の
說
に
賛
成
す
る.も
の
で
あ
る
。

思
ひ
佗
び
書
遨
し
た
.る
筆
の
海

漕
刍
渡
る
人
の
あ
り
や

な

し

や
 

ミ
のJ

首

に

世

艄

が

挪

攀

に

當

り

て

卷

^

ド

記

し

た
 

る

胸

中

感

慨

の

一

節

で

あ

る

。
滿

腔

；

經

綸

5:
j
管
の 

C

R
委
し
、
實
現
の
日
を
西
年
の
後
4C

求
め
た
る

彼

の
 

胸
中
を
彷
彿
た
ら
し
む
る
も
の
が
め

る

。

彼
が
椽
大
の 

筆
を
揮
ひ
て
主
張
せ
る
築
堤
駙
«
新
田
埋
立
港
海
經
營 

悉
く
其
洞
察
に
違
？

、
燊
稻
繁
茂
の
肥
沃
の
地
を
出 

現
し
、
殷
碰
の
村
落
河
港
を
形
成
し
た
る
今
日
に
於
て 

彼
は
九
泉
の
下
に
#
心
の
笑
を
禁
じ
得
ざ
る
も

の

が

あ

る
'で
'あ
ら.
ぅ
。.

'

V 

,

控

本

.

,世
1'
に
は
節
儉
略
の
外
に
數
褪
の
箸
書
が
あ
る
事
は
. 

&
本
博
士
も
樋
.ロ
與
太
郞
氏
も
承
認
せ
ら
る
、
處
で
あ 

る
が
、
其
內
i
i
T唯

|

つ
a
ホ
略
.の
み
が
分
明
し
て
ゐ
.

ノ
第
三
举
_

1

二
九
'
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R

6六)

-
w
錄
興
本
節
儉
略 

る
に
過
ぎ
な
か
の
.は
誠
に
殘
念
の
至
で
あ
る
。
 

m
W
略
に
就
T
aL
本
货
士
は「

著
す
所
本
*

の
外
理
.

.
水

略

其

他

、數

猶

あ

ら

，
ビ

云

ふ

し

の

言

を

節

儉

胳

解

^

に 

:

於

て

叙

述

し

v

肩

ら

れ

る

。

世

願

に
®
儉

略

ビ

理

水̂

.
ご
'の
^
に
'*
何
'^
る
著
*
が
，存
し
た
か
一
は
、

吾

.人
の
深
,
 

く
痴
る
を
欲
す
る
所
で
:^
名
：が
、.
此
に
關
し
て
寄
せ
ら
、
 

れ
た
樋
ロ
與
太
餌
，氏
.め
囘
答
は「(

衝
略)

外
ニ
同
人
ノ 

.著

.
1ガ
略
'̂
乳
有
之
'
.シ&
ナ
レ
ド
小
生
幼
年
ノ
頃
養
父 

ガ
他
ニ
貨
シ
其
僦
紛
失
セ
シ4 
ノ
力
遂
一
一
返
ラザ
ル
ヲ 

遺
慽
i

フ
ト
.常
^
冲
居
候
，

TTV

記
憶
致
候」
士

.あ
6
些 

め
手
懸
さ
.へ

見

出

し

得

な

い

.。
尙

冏

答

中

に

養

父

ど

あ 

る

は

商

泜

が

分

家

ょ

々

出

で

て

世

g

の
相
で
た
る
本

家

：
 

•!
:
相
續
せ
ら
れ
た
る
關
係
に
基
ぐ
の
で
.あ
る
。

| 

:烛
遡
水
略
に
は
明
尺「

ひ
か
へ」

ビ
表
紙
に
明
記
し
あ• 

:

り
.、
I控
本
な
ら
ざ
る
裡
水
略
の
存
茌
を
階
示
し
吾
れ

 ̂

.も
菩
人
.が
探
究
を
試
み
た
る
範
圍
に
於
て
は
そ
の
發
1 

は
無
效
に
終
っ
た
。

〕

. 

達
.！
！

1 

H
.
0

,髓

本

博

士の
，日
本
經
濟
叢
書
に
あ
り
て
は
節
儉
略
ビ 

此
に
杯
錄
せ
、b
れ
た
る
理
水
略^
の
間
に
何
等
#
#
の 

區
分
的
取
扱
が
行
れV

居
な
い
。
香
人
は
同
叢
誉
の
鹿 

本
た
■る
藤
田
及
寫
本
を
見
た
る
事
なき
も

、

此

は

該
寫 

本
が
恐
ら
く
此
間
の
消
息
に
就
て
顧
慮
を
毁
さ
ず
、
觀 

過
甘
る
に
基
ぐ
も
の
で
あ
ち
5
0夫
は
鬼
に
负「

失
經
濟

の
本
は
水
土
を
平
げ............

J  (

某
經
濟
叢
書
第
一
一
十

四
卷
第
五I 

ニ
莨
一

一

行
.
}
1
.以
下
が
遡
水
略
に
«
す
る 

部
分
で
.あ
る
。
理
水
略
は
飾
儉
略
ょ
ト
ノ
獨
立
し
て
|
篇 

を
形
成
せ
る
は
世
臟
自
筆
に
な
る
稿
本
節
儉
略
マ
J_、
控 

本
遡
水
略
が
全
然
別
册
を
爲
せ
る
外
に
、
品
川
子
®
の 

寫
本
も
吉
川
子
爾
の
寫
本
と
共
に
節
儉
略
に
添
加
の
形 

式
を
明
示
し
て
展
る
こ
ビ
に
據
て
も
肋
麽
に
^
知
す
る

を

得

る' 

寫
本

A 

A 

A

*r
儉
略

顧

ロ

氏

所.藏
の
此
の
寫
本
に
は
開
卷
第
一
頁
に

「

念

 

佛
猫4

の
印
章
が
あ
る
。念
佛
菴
は
品
川
子
辭
京
都
の
別

而
し
て
此
の
寫
本
は
.子
が
®

て
節
儉
略
を
得
、|

讀
推
.
' 

赏
し
て
措
か
ず
、
私
に
其
散
逸
を
傲
り
、
別
に
勝
寫
せ 

し
め
、
記
念w

し
て
H

P
ぬ

に

窬

跗

せ

ら

れ

た

.
る
も
の 

R
係

る

。
：

こ

の

寫

本.の

底

本

は

何

れ

に

あ

ひ

や

o
そ

の

樂II
は 

頗

，る

興

味

に

富

め

る

開

撒

な

る

が

、

稿

本

節

儉

略

ょ

ぅ 

寧
ろ
洁
川
子
爵
の
寫
本
ど
符
合
-一
致
す
る
の
a
多
き
:̂ 

以
.て

觀

：る
に
：、
萁

底

^

1
吾
^
<
,の

^

^

索

し

能

は

ざ

る
 

自
囉
或
'•
|
3
:他
の
寫
本
な
る
.が
如
し
。
何
と
な
れ
ば
«
ロ 

氏
ょ
:3
底
本
を
得
て
出
來
せ
，る
こ
の
品
川
子
爵
齋
本
ど. 

世

颁
鳴
獻
沐
を
基
礎
と
し
た

シ
^:
:
推
断
し
得
る

吉
川
子
：
 

爵
所
藏
の
寫
本
4

の
間
に
斯
る
類
似
共
®
の
關
係
を
見 

出
ず
は
、
前
«
せ

る

稿

本

節

儉

略

の

外

に

?&
'

ら

ぐ

世

賊
 

自

身

の

筆

机

成

ト

し

と

思

惟

せ

ら

る

：、
ヒ

個

の

節

儉

恪 

の
港
庇
を
暗
示
す
ど
結
論
す
る
も
、
敢
て
無
藉
の
說
で
，
 

#

■

0
 

• 

'

.

■ 

S

Q

; i
.

>

雜
，

' 

錄
ぞ
異
本
節
儉
略

s

.

尙
品
川
子
爵
出
版
の
節
儉
略
に
就
て
は
吾
人
も
®
本 

- .
傅
士
ビ

-M
じ
く

搜
索
を
試
み
た
る
が
樋
ロ
與
太
郞
氏
は 

::
'
vl
品
川
子
ノ
出
®
^
僅̂
'々
數
部n

タ
其
內
鐵
去
セ
ラ
シ 

•故
中
絕
セ
シ
ト
ノ
事

(

ホ
略y

小
生
モ
承
知
致
ザ
ズ

«」 

\
 

€
囘
答
あ
§
て
出
版
せ
ら
れ
た
る

節
儉
略
は
全
然
同
氏 

| 

•の

目

に

入

り

た
る
こ
ビ
な
し
。
こ
れ
品
川
子
撖
出
版
.の 

|;

間
題
に
對
'L
第
一
の
疑
闕

.

ビ
ず
る
處
で
あ
る
。
而
し
て 

\

此
問
題
に
M

W
し
て
吾
人
の
好
奇
心
を
喚
起
し
て
已
ま 

|

ざ
る
も
の
は
品
川
子
®
寫
本
の：

表
紙
に「

典
五
册」

ビ
謎 

j 

.の
如
き一 1R

子
が
擧
黑
令
と
認
め」

ら
れ
て
あ
る
こ
^
で
あ 

る
。
兹
R
五
册W

.

は
何
を
偶
意
す
る
も
の
で
あ
ら
ぅ
。 

j

若
し
節
儉
略
其
他
世
賊
の
著
作
を
全
部
五
册
に
寫
本
せ 

r
し

め

ら

れ

た

せ

ば

、
節
儉
略
本
末
ニ
册
以
外
に
三 

:-
:
册
の
寫
本
が
同
じ
く
赚
ロ
氏
に
寄
贈
あ
る
べ
&
を
、
此 

.
事
あ
ら
ざ
ぅ
し
事
情
R
鑑
み
る
に
節
餱
略
數
都
出
版
の
：
 

ノ

擧

あ

し

て

傅

.へ
&
れ
し
は
®

は
五
部
の
寫
本
?:
子 

■

爵
知
已
の
間
^
贈
與
せ
&
れ
し
に
ば
あ
ら
ざ
る
か
。
勿

第
三
鱗
，
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雜
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1

^

1
 

論
以
上
は
吾
人j

個
0.
臆
测
に
し
，て
何
等
確
平
た
る
論 

據
の
.
上

に

立

ち

し

說

に

あ

ら

ざ

れ

ば

出

版

は

能

鲞

の

み 

に
セ
中
絕
せ
し
や
或
は
楽
の
分
配
を
意
咏
す
る
も
の 

な
h
や

、
遽
に

定

，
め

難

い

處

で

あ

る

。

寫

本

«|
儉
略
.
.

：

：

.

r
儉
略
は
文
化
十
年
に
加
筆
の
上
時
の
藩
公
に
建
白 

せ
ら
れ
*

る
が
、
這
般
の
事
情
は
末
尾
の「

過
言
不
敬 

を

不

顧

：

：
恐

惶

識

言

」

0

j
旬
に
讀
み
及
ば
ざ
る
者
' 

と
雖
も
、容
易
に
知
悉
し
得
る
處
で
あ
る
o是
に
於
て
乎 

舊
薇
公
吉
”
子
爾
家
所
藏
の
寫
本
は
li
l
r
Mの
筆
に
成
れ 

る
も
の
な
ら
ん
と
大
な
る
期
待
を
有
し
た
る
が
、
同
家 

^
r
v
M
fi
-R
力
態
々
滩
]0
の

本

郎

ょ

ゥ

取

寄

せ

ら

、
Z 
 ̂

も
の
は
最
近
故
人V

な
&
し

淼

腺

某

の

.淨

書

す

る

處

で 

吾
人
の
豫
期
に
反
す
f

の
が
多
か
っ
た
。|

3

し
て
出 

新
寫
本
0
底

本

に

就

て

：井

原

圾

は

同

家

書

庫

目

錄

に

.是 

以

外

^
節

儉

略

の

登

載

な

 

<
>
,成

は

未

盤

理R
風

す

る 

敏

筐

中

に

埋

沒

し

居

る

や

：も

計

&

れ

ず

ビ

說

明

せ

ら

れ

1

H
H

た
他
權
の
節
儉
略
の
寫
本
即
ち
男
®
吉
川
家
所
藏
の
.も 

の
は
子
爵
家
本
よ
：
b轉
寫
し
た
る
も
の
ぷ
し
て
、
是
又 

最
近
の
も
の
で

あ

る

。

必
す
存
在
ず
可
く
豫
期
し
t
る 

|

所
に
1
分
の
資
寧
を
見
出
すy J

と
能
は
ざ
办
し
^
入
の 

一

海
減
は
卖
で

A 

0 

且0*

事
情
あ
り
て
吉
川
奶
爾 

\

家
寫
本
に
就
T
は

客

.繁
す
る
を
得
f

し
事
を
®

\

慽
と
す
る
。

、

V

\ 

‘
四
、
興
本
の
對
校 

\

曩
R
il
i
本
博
士
は
經
濟
叢#
の
縐
纂
に
際
し
て
其̂

\

本
た
る
I
本
に
往
+ 

攀

0
#

す
る
を
遺
慽V

せ 

ン

,^
れ
、
.又

近

く

は

河

上
|#
士

も

同

じ

く

節

儉

略

の

站

釋 

あ

る

も

の

を

見

て

叢

書

中

の

節

儉

略

が

全

然

此

を

欠

映
 

す

る

をf

殘

念

な&

.

i

fれ
f

 

S
で

あ

る

。

.
而
I
て
菩
人
が
此
兩
博
吉f
 ■

の
證
に
就
て 

比
較
的
便
宜
の
地
位
に
あ
る
J

を
考
上
る

守
ょ
、
^
u
u
^
v

本

の

比

較

翼暴

人
S

S

へ

ら

れ

た

使

命

な

る

か
の
感
が
あ
る
。
乍
併
元
來
此
の
業
た
る
や
淺
才
微
力
ぐ 

未
だ
學
途
半
R
.あ
る
®
人
の
到
底
容
易
に
完
成
成
就
し
：
■.
 

得
る
處
で
は
な

い

0
只
是
に
.沿

つ

.
て

些

乍

ら

も

世

«

'0
一
 

眞
意
を
明
瞭
に
す
る
處
が
あ
れ
ば
本
懐
の
至
で
あ
る
。

、
 

'
注
意
。
#
校
^
際
し
^
は
®
願
稿
本
を
世
、：念

佛

庵

ノ
 

ロ 
mガ
子
爵
寫
本
?:
念
、
-d
L
i2';
n

子
爵
寫
本
を
子W

略

記\

:
';
'

し
裒
數
行
數
は«
ら
經
濟
叢
書
に
因
て
此
を
指
示
す
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る

こ

^

k
す

る

o
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猶
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：
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先
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「
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先
师
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祭
り
狻
衆
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設
け
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弟
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線
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座
候
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j
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〇
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御
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仕
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世
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念
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四
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「
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世
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四
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條
相」

 

「

御
條

E
」
：

十
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四
0
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「

御
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'「

御
決
迸
j

il
t

子
念 

同
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九

「

御
天
機」

，

「

御
天
職」

批
子
念
.(

以
下
同

晰)

1

五

r

の
爲
御
念
候
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ゝ」

「

被
烬
入
御
念
候
は」

价
子
念 

四
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ニ
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窆
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子
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r

御
手
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御
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子

念

~

後
半
に
あ
れ
り
衣
の
註
釋
あ
リ
。
世

子

念
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'、

御
木
淡
に
は
御
持
怫
ミ
巾
魏
無
之
御
先
祖
椋
御
法
號
I t

一
 

_

の
御
掛
物
1

1

し
ズ
御
參
府
の
時
は
御
持
參
被
游
候
凼
に
御
座

■

候
'裏

S

御

麓

成

候

へb

格

別

に

御

齧

：
.

^

及

御

繁

に
御
掛
字̂

て
相
濟
可
中
候
>
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四

1

ニ

中

程

|-
?:
あ
り
贫
の
訪
釋
あ9
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世
子
念

r

一
 

"
庇

處

に

て

御

議並
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將
讓
御
代
に
御
公
勤
の
大
概
笫 

一
物
本
家
絮
國
の
大
湓
古
代
御3
家
へ
御
逍
戒
の
筋
相
饬
御

i

i

一
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^
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略
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家
人
一
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の
服
#

相
成
候
ほ
に
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{

1

^

の
御
沓
#

被
仰
#

候
て
锯 

餞
於
谢
堂
御
萍
見
被
仰
付
度
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.四
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四
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御
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|
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領
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.
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神
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贺
か
以」

世
十
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四
一
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木
茛
の
始
め
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ぁ
た
リ
世
1
1は
衣
の
註
釋
め
リ

「

諸
家
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中
て
も
御
開
祿(？

>
0

御
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へ
へ
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御
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| 1

御
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合
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成
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四
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九
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ゲ

玉

驄
1-
-

:
「

人
0

五
臌
か
備
候
如
く」

低
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ニ

「

泣
離」
、「
淀
规」

世
子
念 

初
行
に
も
た
り
浼
の
註
釋
ぁ
り
。
胜
子
念 

,

门
翊
家
の
政
琪
は
民
に
父
母
六
る
御天

！！

に
御
座
候
へ

it
分
職
の
- 

御
被
削
肝
要
の
御
公
勤
U

相
常
候
然
K

人
柄
典
伍
！i

桃
候
御
越
. 

取
無
之
て
不
相
濟
候
琪
に
御
座
候
へ
ば
周
官
の
六
德
か
以
六
宵 

•

:

:の
蛾
寧
! :

當

漱

如

く

辦

役

の

摄

，倐

か

立

於

娴

觉

御

取

計

被

仰

付 

頭
人
へ
各
々
御
遨
I :

裘
任
の
御
意
被
游
觸
役
の
而
々
へ
も
.I t

、御 

主
葸
か
带
逯
被
仰
付
候
へ
ぱ
重
く
御
祖
法
か
被
爲
守
候
蟲
如
御 

■

.

上
の
御
孝
德
に
御
麝
"

へ
ば
其
齧
か
感
戴
仕
り
附
S

小
役
：

.

人
您
も
源
合
に
歸
マ
る
の
心
底
运
求
世
り
私
か
捨
て
潘
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靜
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仕
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又
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へ
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